
整理番号

令
和
七
年
度

一
般
選
抜
問
題

二
期

国

語

【

試
験
時
間

午
前
十
時

～

午
前
十
一
時

】

注

意

事

項

一
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
を
開
い
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

二
、
国
語
の
問
題
は
一
ペ
ー
ジ
か
ら
十
二
ペ
ー
ジ
ま
で
あ
り
ま
す
。

三
、
解
答
用
紙
は
一
枚
で
す
。

四
、
試
験
中
に
問
題
冊
子
お
よ
び
解
答
用
紙
の
印
刷
不
鮮
明
、
落
丁

（
ペ
ー
ジ
の
脱
落
）・
乱
丁
（
ペ
ー
ジ
の
乱
れ
）
に
気
付
い
た
場
合
は
、

手
を
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
な
さ
い
。

五
、
問
題
冊
子
の
余
白
等
は
自
由
に
利
用
し
て
よ
い
が
、
ど
の
ペ
ー
ジ

も
切
り
離
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

六
、
試
験
時
間
は
六
十
分
で
す
。

七
、
受
験
番
号
と
氏
名
は
、
解
答
用
紙
の
指
定
さ
れ
た
欄
に
記
入
し
な

さ
い
。

八
、
解
答
は
、
す
べ
て
解
答
用
紙
の
指
定
さ
れ
た
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。

九
、
必
要
以
外
の
こ
と
を
解
答
用
紙
に
書
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

十
、
問
題
冊
子
は
持
ち
帰
り
な
さ
い
。

            



次
の
文
章
は
、
貞
包
英
之
『
消
費
社
会
を
問
い
な
お
す
』
の
一
部
分
で
あ
る
（
た
だ
し
、
少
し
書
き
換
え
た
）。
読
ん
で
後
の
設
問
に
答

え
な
さ
い
。�

（
五
十
点
）

①

Ａ

Ｂ

一

―� 1�―



イ

―� 2�―



Ｃ、

ロ

②

③

―� 3�―



ハ

Ｄ

④

ニ

Ｅ

ホ

―� 4�―



⑤

�

（
貞
包
英
之
『
消
費
社
会
を
問
い
な
お
す
』
よ
り
）

問
一

傍
線
部
①
～
⑤
に
つ
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
、
漢
字
は
そ
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

問
二

空
欄

イ

～

ホ

に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
次
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
（
た
だ
し
、
使
用
は

一
度
の
み
）
。

ａ

そ
れ
ゆ
え

ｂ

つ
ま
り

ｃ

で
は

ｄ

さ
ら
に

ｅ

た
と
え
ば

問
三

傍
線
部
Ａ
「

」
と
あ
る
が
、
そ
の
例
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ａ

無
料
通
話
ツ
ー
ル
の
普
及
に
よ
り
、
海
外
と
の
電
話
連
絡
に
か
か
る
費
用
が
大
幅
に
下
が
っ
て
い
る
。

ｂ

音
楽
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
が
一
般
化
し
た
た
め
、
Ｃ
Ｄ
の
売
り
上
げ
が
低
迷
し
て
い
る
。

ｃ

セ
ミ
ナ
ー
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が
増
加
し
、
遠
隔
地
か
ら
の
参
加
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ｄ

動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
よ
り
、
消
費
者
は
テ
レ
ビ
以
外
で
も
動
画
が
楽
し
め
る
。

ｅ

多
く
の
企
業
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
可
能
と
な
り
、
事
務
所
の
維
持
に
か
か
る
経
費
が
削
減
で
き
て
い
る
。

問
四

傍
線
部
Ｂ
「

」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ

と
か
。
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
百
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。

―� 5�―



問
五

図

か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
何
か
。
次
の
中
か
ら
全
て
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ａ

世
帯
年
収
が
高
い
者
と
低
い
者
の
利
用
率
が
、
ほ
ぼ
同
数
の
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

ｂ

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
は
、
他
の
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
に
比
べ
て
利
用
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

ｃ

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
と
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
は
、
利
用
率
が
最
も
高
い
世
帯
年
収
の
層
が
同
一
で
あ
る
。

ｄ

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
利
用
率
が
最
も
低
い
世
帯
年
収
の
層
が
同
一
で
あ
る
。

ｅ

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
利
用
率
は
、
40
％
台
～
50
％
台
の
範
囲
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
。

ｆ

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
世
帯
年
収
が
高
い
者
の
利
用
率
が
相
対
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

問
六

傍
線
部
Ｃ
「

」
と
あ
る
が
、
そ
の
例
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
中
か
ら
二

つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ａ

感
染
症
に
有
効
な
治
療
法
に
関
す
る
未
確
認
の
情
報
を
入
手
し
、
ネ
ッ
ト
で
拡
散
す
る
。

ｂ

秘
境
に
あ
る
温
泉
を
探
し
出
し
、
そ
の
情
報
を
外
国
人
向
け
の
観
光
案
内
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
す
る
。

ｃ

ネ
ッ
ト
で
高
評
価
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
実
際
に
行
っ
て
み
て
、
そ
の
評
価
を
グ
ル
メ
サ
イ
ト
に
書
き
込
む
。

ｄ

将
来
性
の
あ
り
そ
う
な
小
説
家
の
作
品
を
読
ん
で
、
自
分
の
ブ
ロ
グ
に
そ
の
感
想
を
書
く
。

ｅ

著
名
な
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
作
品
を
、
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。

問
七

傍
線
部
Ｄ

」と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
を
、本
文
中
か
ら
五
字
で
抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い（
句

読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。

問
八

傍
線
部
Ｅ
「

」
と
あ
る
が
、こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
百
二
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
（
句

読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。

―� 6�―



次
の
文
章
は
、
結
城
正
美
『
文
学
は
地
球
を
想
像
す
る

エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
挑
戦
』
の
一
部
分
で
あ
る
（
た
だ
し
、
少
し
書
き

換
え
た
）
。
読
ん
で
後
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。�

（
五
十
点
）

Ａ

①

イ

②

二

―� 7�―



Ｂ

ロ

③

Ｃ

ハ

―� 8�―



④

ニ

ホ

Ｄ

―� 9�―



⑤

�

（
結
城
正
美
『
文
学
は
地
球
を
想
像
す
る

エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
挑
戦
』
よ
り
）

問
一

傍
線
部
①
～
⑤
に
つ
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
、
漢
字
は
そ
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

問
二

空
欄

イ

～

ホ

に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
次
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
（
た
だ
し
使
用
は
一

度
の
み
）
。

ａ

た
と
え
ば

ｂ

そ
れ
ゆ
え

ｃ

あ
る
い
は

ｄ

つ
ま
り

ｅ

お
よ
び

―� 10�―



問
三

傍
線
部
Ａ
「

」
と
あ
る
が
、
こ
の
例
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
中

か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ａ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
多
用
さ
れ
て
い
る
絵
文
字
。

ｂ

紅
葉
を
詠
ん
だ
小
倉
百
人
一
首
の
短
歌
。

ｃ

伝
統
的
な
工
法
で
作
ら
れ
た
柱
時
計
。

ｄ

「
心
技
体
」
と
書
か
れ
た
武
道
場
の
額
。

ｅ

富
士
山
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
タ
オ
ル
。

問
四

傍
線
部
Ｂ
「

」
と
あ
る
が
、こ
れ
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
六
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。

問
五

傍
線
部
Ｃ
「

」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
本
文
中

の
言
葉
を
用
い
て
五
十
五
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。

問
六

傍
線
部
Ｄ
「

」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
本
文
中
か
ら
二
十
五
字
で
抜
き
出
し
て
書

き
な
さ
い
（
句
読
点
も
一
字
に
数
え
る
）。

問
七

筆
者
は
、
「
一
次
的
自
然
」
と
「
二
次
的
自
然
」
を
区
別
し
て
い
る
。
次
の
ａ
～
ｅ
は
「
一
次
的
自
然
」
と
「
二
次
的
自
然
」
の
ど

ち
ら
に
あ
た
る
か
。
筆
者
の
論
旨
を
踏
ま
え
て
、
表
に
書
き
入
れ
な
さ
い(

た
だ
し
、
一
つ
の
記
号
を
両
方
に
入
れ
て
は
な
ら
な
い)

。

ａ

日
本
文
学
や
文
化
に
表
現
さ
れ
た
自
然
。

ｂ

人
が
手
を
加
え
る
こ
と
で
管
理
・
維
持
さ
れ
て
き
た
自
然
。

ｃ

あ
る
が
ま
ま
に
放
置
さ
れ
た
野
生
の
自
然
。

ｄ

カ
ー
ソ
ン
『
沈
黙
の
春
』
の
冒
頭
に
描
か
れ
た
自
然
。

ｅ

西
洋
的
な
「
人
間
と
自
然
の
対
立
」
の
自
然
。

―� 11�―



一

次

的

自

然

二

次

的

自

然

問
八

次
の
文
章
は
、
あ
る
生
徒
が

表

か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
箇
条
書
き
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

①

～

③

に
当

て
は
ま
る
語
句
を
、
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。

・
タ
イ
ト
ル
で
は
、
第
一
次
戦
略
と
第
五
次
戦
略
に
「

①

」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

・
そ
れ
を
訳
し
た
英
語
はco

ex
ist

（en
ce

）
か
らh

a
rm

o
n
y
�w

ith
�n
a
tu

re�

に
変
化
し
て
い
る
。

・
同
一
の
日
本
語
版
タ
イ
ト
ル
を
も
つ
第
三
次
戦
略
と
第
四
次
戦
略
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
、
英
語
版
で
は
タ
イ
ト
ル
が
異
な
る
。

・

②

（b
io
d
iv
ersity

）
と
い
う
言
葉
を
強
調
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

・
な
ぜ
英
語
版
タ
イ
ト
ル
に
だ
け
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

・

③

を
意
識
し
た
変
更
で
は
な
い
か
。
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